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農
みのり

と輝
ひかり

の大地―八幡平市

広
報

主な内容
皆さんに情報をお届けします ３月₁₄日、新・北森駅が開業
県の次期産業廃棄物最終処分場 平舘椛沢地区が最終候補地に …… ２～３㌻

子どもの時より真剣勝負
（２月₁₄日、第３回八幡平エンジョイ雪合戦大会₂₀₁₅）

かばざわ



３月₁₄日、新・北森駅が開業
「南北自由通路」も同日開通

大更駅と荒屋新町駅の営業時間が変わります
3月14日㈯のＪＲ列車時刻の改正に合わせて、ＪＲ花輪線大更駅・荒屋新町駅の

営業時間が変更となります。
■大更駅 午前６時50分から午後5時まで
※ 午前7時45分から8時25分までと午後2時半から3時10分までは、乗車券販売

機器メンテナンスのため、乗車券の購入ができませんので、ご了承ください。
■荒屋新町駅 午前8時から午後3時40分まで

詳しくは、大更駅（☎76-3115）または荒屋新町駅（☎72-2316）まで。

結のひろば
市役所

南北自由通路

交通広場

至盛岡市

至鹿角市

ＪＲ花輪線

時停車場 Ｎ

半
か
ら（
８
時
48
分
に
上
り
列
車

が
停
車
し
ま
す
）

※
車
で
お
越
し
の
際
は
、
市
役
所

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

同
日
、
北
森
駅
と
市
役
所
新
庁

舎
と
交
通
広
場
を
結
ぶ「
南
北
自

由
通
路
」も
開
通
し
、駅
と
市
役
所

を
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
市
役
所「
結ゆ
い

の
ひ
ろ

ば
」は
、駅
の
待
合
室
と
し
て
も
利

用
で
き
ま
す
。

駅
の
北
側（
国
道
２
８
２
号
側
）

の
交
通
広
場
は
、
も
う
し
ば
ら
く

工
事
が
続
き
ま
す
。
駅
利
用
に
限

り
、
上
図
に
示
す
場
所
に
停
車
が

で
き
ま
す
の
で
、
現
場
の
看
板
の

指
示
に
従
い
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
駅
利
用
者
で
、
駐
車
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
は
、
市
役
所
の

駐
車
場
を
ご
利
用
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
交
通
広
場
は
、
６
月
完

成
予
定
で
す
。
正
式
な
利
用
開
始

に
つ
い
て
は
、今
後
発
行
す
る「
広

報
は
ち
ま
ん
た
い
」で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

で
で
す
の
で
、
列
車
を
利
用
す
る

際
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市
は
、
新
・
北
森
駅
開
業
に
合

わ
せ
、
次
の
と
お
り
落
成
式
を
開

催
し
ま
す
。
ご
来
場
い
た
だ
き
、

皆
さ
ん
で
完
成
を
祝
い
ま
し
ょ
う
。

■
日
時

３
月
14
日
㈯
午
前
８
時

Ｊ
Ｒ
花
輪
線
の
新
し
い
北
森
駅

が
、３
月
14
日
㈯
に
開
業
し
ま
す
。

新
・
北
森
駅
は
、
現
在
の
北
森

駅
か
ら
平
館
駅
方
向
に
約
５
０
０

ⅿ
移
動
し
、
市
役
所
新
庁
舎
と
隣

接
し
ま
す
。
現
在
の
北
森
駅
を
利

用
で
き
る
の
は
、
３
月
13
日
㈮
ま

皆
さ
ん
に
情
報
を
お
届
け
し
ま
す

3月14日に開業する
新・北森駅と同日開
通する南北自由通路

図 臨時停車場の位置
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県
の
次
期
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

平
舘
椛か

ば
ざ
わ沢
地
区
が
最
終
候
補
地
に
選
定
さ
れ
る

終
了
が
４
年
早
ま
り
、
平
成
33
年
に
は
満
杯

に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
た
め
、
そ
の
前
に
、

最
終
処
分
場
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
で
は
、
25
年
３
月
に
最
終
処

分
場
整
備
基
本
方
針
を
策
定
。
同
年
６
月
、

外
部
有
識
者
で
構
成
す
る「
公
共
関
与
型
産

業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
候
補
地
選
定
委
員

会
」（
委
員
長
＝
豊
島
正
幸
県
立
大
学
総
合
政

策
学
部
長
、
委
員
10
人
）を
設
置
し
、県
内
全

域
か
ら
最
終
処
分
場
の
候
補
地
を
選
定
し
ま

し
た（
下
の
フ
ロ
ー
図
参
照
）。

4
次
選
定
後
、
県
で
は
、
26
年
11
月
か
ら

次
期
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場（
以
下
、最

終
処
分
場
）は
、県
内
企
業
の
事
業
活
動
な
ど

で
排
出
さ
れ
た
産
業
廃
棄
物（
左
下
参
照
）の

う
ち
、
廃
石
こ
う
ボ
ー
ド
類
、
燃
え
殻
、
汚

で
い
な
ど
を
、
環
境
保
全
の
た
め
、
汚
染
が

発
生
し
な
い
よ
う
監
視
し
な
が
ら
、
埋
め
立

て
処
分
す
る
施
設
で
す
。

現
在
、稼
働
し
て
い
る「
い
わ
て
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
」（
奥
州
市
）は
、平
成
７
年
度
か
ら

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
東
日
本
大
震
災
津

波
に
よ
り
、
県
内
で
大
量
に
発
生
し
た
災
害

廃
棄
物
の
受
け
入
れ
に
よ
っ
て
、
埋
め
立
て

県
は
2
月
10
日
、
次
期
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

建
設
場
所
に
つ
い
て
、
平
舘
椛
沢
地
区
を
最
終
候
補
地

（
略
図
を
参
照
）に
決
定
し
、
市
に
受
け
入
れ
の
要
請
を

し
ま
し
た
。
今
号
は
、
県
が
最
終
候
補
地
を
決
定
す
る

ま
で
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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市役所
平館駅 ＪＲ花輪線

Ｎ

松尾
八幡平駅

西根バイパス

至岩
手町

至鹿角市

至
盛
岡
市

最終候補地

産業廃棄物とは…
『廃棄物の処理及び清掃に関する法律』

では、事業活動に伴って生じた廃棄物のう
ち、がれき類、燃え殻、ばいじん、汚で
い、廃プラスチック類など、20種類が指定
されています。

産業廃棄物は、排出事業者に処理責任が
あり、一般廃棄物（家庭から排出される一
般ごみ）用の処理施設で処分することはで
きません。産業廃棄物を処理・処分するに
は、都道府県などの許可を受けた産業廃棄
物処理業者へ委託することになります。

◎
選
定
委
員
会
に
よ
る
４
次
選
定
ま
で

の
経
緯（
日
付
は
選
定
日
）

■
１
次
選
定（
平
成
25
年
９
月
26
日
）

▼
候
補
地
＝
１
１
５
カ
所
▼
選
定
基
準
＝
❶

立
地
回
避
区
域（
法
規
制
、
開
発
計
画
な
ど
）

に
非
該
当
❷
基
本
方
針
に
掲
げ
る
埋
め
立
て

規
模
を
確
保
可
能

■
２
次
選
定（
25
年
12
月
26
日
）

▼
候
補
地
＝
39
カ
所
▼
選
定
基
準
＝
客
観
的

評
価（
希
少
動
植
物
・
活
断
層
・
水
道
水
源
・

文
教
施
設
な
ど
）

■
３
次
選
定（
26
年
５
月
13
日
）

▼
候
補
地
＝
10
カ
所
▼
選
定
基
準
＝
❶
客
観

的
評
価（
ア
ク
セ
ス
上
の
障
害
事
象
な
ど
）❷

相
対
的
評
価（
放
流
先
河
川
ま
で
の
距
離
、排

出
重
心【
宮
古
市
区
界
】か
ら
の
距
離
）

■
４
次
選
定（
26
年
８
月
４
日
）

▼
候
補
地
＝
５
カ
所
▼
選
定
基
準
＝
❶
現
地

調
査（
地
形
・
地
質
・
景
観
な
ど
）❷
相
対
評

価（
放
流
先
河
川
で
の
利
水
状
況
・
交
通
影

響
・
建
設
費
な
ど
）❸
総
合
評
価（
全
評
価
項

目
・
１
市
町
か
ら
１
カ
所
以
内
）

12
月
に
か
け
て
、
候
補
地
の
５
市
町
で
住
民

説
明
会
を
開
催
。
本
市
で
は
、
候
補
地
に
関

係
す
る
地
区
と
し
て
、
11
月
２
日
に
椛
沢
地

区
、
11
月
８
日
に
時
森
地
区
で
説
明
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

各
候
補
地
で
の
説
明
会
を
終
え
、
33
年
ま

で
に
最
終
処
分
場
を
整
備
で
き
る
か
な
ど
を

県
が
総
合
的
に
判
断
し
、こ
と
し
２
月
10
日
、

市
に
受
け
入
れ
を
要
請
。
要
請
を
受
け
、
市

は
２
月
18
日
に
市
議
会
議
員
全
員
協
議
会
で

市
と
し
て
の
考
え
方
や
経
緯
を
説
明
し
ま
し

た
。全
員
協
議
会
で
の「
市
と
し
て
の
説
明
会

を
開
催
す
べ
き
」と
い
う
意
見
を
受
け
、市
は

２
月
22
日
に
、
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
棟
大

ホ
ー
ル
で
住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
後
、
市
は
住
民
説
明
会
な
ど
で
寄
せ
ら

れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
踏
ま
え
、
県

と
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
最
終
処
分
場
の
最
終
候
補
地
決
定

の
理
由
な
ど
を
掲
載
し
た
県
発
行
の
資
料

を
、今
号
と
併
せ
て
全
戸
配
布
し
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
市
民
課
環
境

衛
生
係（
☎
・
内
線
１
０
６
８
）ま
で
。

最終候補地の略図
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松野小学校の福祉活動に
小さな親切実行章を贈呈

表
彰

「
小
さ
な
親
切
」運
動
県
本
部（
代

表
・
高
橋
真
裕
岩
手
銀
行
会
長
）か

ら
、松
野
小
学
校（
山
口
至
校
長
、児

童
１
１
６
人
）に
同
実
行
章
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
実
行
章
は
、
同
校
の
全
校
児

童
が
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
と
交

流
し
、
福
祉
活
動
に
励
ん
だ
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

伝
達
式
は
２
月
10
日
、
同
校
体
育

館
で
行
わ
れ
、
実
行
章
を
受
け
取
っ

た
児
童
会
長
の
吉
田
望た
か
し

君（
６
年
）

は
、「
こ
れ
か
ら
も
被
災
者
と
の
交
流

を
続
け
て
い
き
た
い
」と
、今
後
の
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

勝又愛子さんへの長寿祝い金
贈呈式が２月₂₄日、安代総合支
所で行われ、息子の純さんが代
理で受領しました。
農作業に精を出し、４人の子
どもを育て上げた愛子さん。懸
命に働く姿などを見ていた純さ
んは「面倒見の良い母だった。育
ててくれて本当に感謝してい
る」と、心からお礼の言葉を述べ
ました。

勝又 愛子 さん
大正4年2月10日生まれ ＝保土沢＝

100
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市
内
の
輪
禍
死
ゼ
ロ
１
年
を
達
成

県
警
か
ら
市
に
称
賛
状
贈
ら
れ
る

市
は
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
年
を
達
成

し
、
２
月
17
日
、
県
警
本
部
か
ら
称
賛
状
を

贈
ら
れ
ま
し
た
。

伝
達
式
は
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
市
交
通

安
全
関
係
者
ら
９
人
が
出
席
。
岩
手
警
察
署

の
戸
草
内
敏
署
長
が「
今
後
も
記
録
を
伸
ば

し
て
ほ
し
い
」と
激
励
し
、
田
村
市
長
に
称

賛
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。
田
村
市
長
は「
国

体
を
控
え
る
中
、
関
係
団
体
と
協
力
し
、
よ

り
一
層
、
努
力
し
た
い
」と
、
事
故
防
止
の

継
続
を
誓
い
ま
し
た
。

戸草内敏岩手警察署長（右）から
称賛状を受け取る田村市長

東北電力盛岡営業所とユアテック盛岡営業所から

ＬＥＤ防犯灯が寄贈される

２
月
12
日
、
東
北
電
力
㈱
盛
岡
営

業
所（
佐
竹
吉
哉
所
長
）と
㈱
ユ
ア
テ

ッ
ク
盛
岡
営
業
所（
小
山
田
一
則
所

長
）か
ら
、
市
に
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）防
犯
灯
７
基
と
取
り
付
け

工
事
一
式
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
は
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、

佐
竹
所
長
が「
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」と
伝

え
、
田
村
市
長
に
目
録
を
贈
呈
。
東

北
電
力
㈱
盛
岡
営
業
所
で
は
、
今
回

を
含
め
、
計
３
７
０
基
の
防
犯
灯
を

市
に
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

小山田一則ユアテック盛岡営業所長（右）
と佐竹吉哉東北電力盛岡営業所長（中央）
から田村正彦市長に目録が贈られました

小さな親切実行章を受章した松野小学校の皆さん

※写真：介護老人保健施設あしろ苑提供
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教
育
振
興
運
動
推
進
大
会
を
開
催

平
成
26
年
度
三
行
詩
の
入
賞
者
も
決
定 

◎
平
成
26
年
度「
三
行
詩
」入
賞
者（
銀

賞
以
上
）

【
協
議
会
長
賞
】
種
市
ら
ん（
安
代
小

４
年
）

◆
作
品

ナ
ニ
ャ
ト
ヤ
ラ

み
ん
な
い

っ
し
ょ
に
お
ど
っ
た
ら

た
の
し
く
な

っ
て
心
も
お
ど
る

【
小
学
校
低
学
年
】
▼
金
賞

田
村
真

佐
斗（
寄
木
小
１
年
）▼
銀
賞

松
浦
直

叶（
平
舘
小
１
年
）、齊
藤
巧
輝（
田
山
小

１
年
）、
佐
藤
茶
芽（
平
笠
小
２
年
）

【
小
学
校
高
学
年
】
▼
金
賞

菊
池
真

歩（
柏
台
小
５
年
）▼
銀
賞

伊
藤
唯

（
平
笠
小
５
年
）、
澤
健
汰
、
中
軽
米
美

里（
寄
木
小
６
年
）

【
中
学
校
】
▼
金
賞

田
村
渉（
西
根

第
一
中
３
年
）▼
銀
賞

工
藤
一
輝（
西

根
中
１
年
）、
髙
橋
始
夢
、
工
藤
果
乃

（
松
尾
中
１
年
）

【
高
等
学
校
】
▼
金
賞

髙
橋
紗
良

（
平
舘
高
校
２
年
）▼
銀
賞

佐
藤
亜
沙

妃
、
山
口
海
翔（
平
舘
高
校
２
年
）、
三

須
藍
梨（
平
舘
高
校
３
年
）

【
市
民
】
▼
金
賞

小
野
三
輪
子（
大

更
）▼
銀
賞

長
野
真
琴
、
杣
澤
幸
代

（
松
野
）、
杉
本
優（
田
山
）

な
お
、
同
大
会
で
は
、
今
年
度
活
躍

し
た
市
内
の
児
童
・
生
徒
の
表
彰
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
、次
の
と
お
り
で
す（
敬
称

略
）。

◎
市
教
育
委
員
会
児
童
生
徒
表
彰

【
文
化
部
門
】
❖
個
人

齋
藤
り
ほ

（
松
尾
中
１
年
）＝
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
三
行
詩
コ

ン
ク
ー
ル
中
学
生
の
部
最
優
秀
賞

【
ス
ポ
ー
ツ
部
門
】
❖
個
人

佐
々
木

美
海
、
工
藤
緑（
田
頭
小
４
年
）、
石
引

彩
菜（
大
更
小
４
年
）、遠
藤
愛
美（
田
頭

小
５
年
）、
長
内
龍
、
佐
藤
海
渡
、
松
浦

和
啓（
西
根
第
一
中
２
年
）、
津
志
田
亜

睦（
西
根
第
一
中
３
年
）＝
以
上
、
相
撲

競
技
、
滝
沢
日
菜（
安
代
中
２
年
）＝
ス

キ
ー
競
技

❖
団
体

西
根
第
一
中
学
校
相
撲
部
、

西
根
中
学
校
野
球
部
、
松
尾
中
学
校
ス

キ
ー
部

し
た
教
育
振
興
運
動
を
紹
介
。
各
家

庭
・
地
域
で
活
動
に
参
加
し
、
世
代
間

交
流
を
深
め
た
こ
と
や
、
児
童
数
減
少

に
合
わ
せ
て
、
工
夫
し
て
活
動
す
る
必

要
性
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

閉
会
行
事
で
は
、
盛
岡
教
育
事
務
所

の
岩
渕
忠
徳
社
会
教
育
主
事
が「
良
い

事
例
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
も
実
践
区
で
の
活
動
を
続
け

て
ほ
し
い
」と
、
講
評
し
ま
し
た
。

■ 「
三
行
詩
」入
賞
者
を
表
彰 

■

同
大
会
で
は
、
市
教
育
振
興
運
動
推

進
協
議
会
が
初
め
て
募
集
し
た「
三
行

詩
」入
賞
者
の
表
彰
式
も
行
わ
れ
ま
し

た
。「
三
行
詩
」と
は
、
地
域
の
生
活
の

中
で
気
付
き
、
感
じ
た
こ
と
、
家
庭
で

の
日
常
の
や
り
と
り
か
ら
思
い
付
い
た

こ
と
を
短
文
で
表
現
し
た
も
の
で
す
。

表
彰
式
で
は
、
同
会
の
宮
野
朋
士
協

議
会
長
か
ら
入
賞
者
に
賞
状
な
ど
を
贈

呈
。
そ
の
後
、金
賞
以
上
の
入
賞
者
が
、

作
品
を
朗
読
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
、下
の
と
お
り
で
す（
敬
称

略
）。

■ 

充
実
の
１
年
を
振
り
返
る 

■

2
月
21
日
、
西
根
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
で
、
26
年
度
市
教
育
振
興
運
動
推

進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
関
係

者
ら
約
３
０
０
人
が
出
席
。
開
会
行
事

後
、
平
舘
高
校
生
徒
会
執
行
部
と
家
庭

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
生
徒

会
活
動
の
紹
介
や「
紫し
く
ん
ま
く
ら

薫
枕
」を
介
護
用

ク
ッ
シ
ョ
ン
に
生
か
す
実
践
活
動
な
ど

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

平
舘
高
校
の
発
表
に
続
き
、
寺
田
、

田
山
の
２
実
践
区
が
、
26
年
度
に
実
施田山実践区の活動発表

宮野朋士協議会長（右）から表彰状と
副賞を受け取る種市らんさん
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雑
ざ つ が み

紙などの回収を４月から開始

■雑紙を資源ごみとして回収
市は、4月から雑紙を資源ごみとして回収しま

す。雑紙とは、次のようなごみのことです。
▶雑紙＝紙製の菓子箱、ノート、はがき、名刺、
コピー用紙、カレンダー、封筒、包装紙、紙袋、
トイレットペーパーの芯など

雑紙のうち、個人情報に関わるもの（はがき、手
紙、名刺、会議資料や書類など）は、個人の判断で
燃えるごみに出しても構いません。

回収した雑紙は、再生紙や段ボールとして再び
利用されます。ごみ減量化のためにも、ご協力く
ださい。

■雑紙の出し方
雑紙を出すときは、他の紙類資源ごみ（新聞紙、

雑誌、段ボール、紙パック）と同様に、紙ひもで十

▶名刺、はがきなど小さなものは、散らばらない
ように、封筒・紙袋などに入れて、他の雑紙と一
緒に紙ひもで縛ってください。

字に縛ってくださ
い。回収に出す際は、
次のことに気を付け
てください。
▶ホチキスの針・ク
リップなどの金属
類、窓付き封筒・テ
ィッシュペーパー取
り出し口のフィルムなどは、取り除いてください。
▶贈答品の箱など大きなものは、小さく折り畳ん
でください（Ａ４用紙程度または４つ折りなど）。

▶封筒などが無い場合
で、小さい紙類を出し
たいときは、他の雑紙
と一緒にして、市リサ
イクル専用指定袋（小）
に入れ、氏名・行政区
を記入し、指定袋の口
を十字に縛って出して
ください。

■雑紙に混ぜてはいけないもの
次のようなごみは、雑紙に混ぜず、燃えるごみ

として出してください。
▶汚れの付いているもの＝掃除などに使用した紙
類や汚れのついたティッシュペーパー・キッチン
ペーパーなど
▶リサイクルが難しいもの＝防水加工されている
紙類（紙コップ、紙皿、油紙、クッキングペーパー
など）
▶においが付いているもの＝粉洗剤・せっけんが
入っていた箱など、においが染み付いたもの、に
おい付きの便箋やシールなど
▶その他＝写真、アルバム、圧着はがき、ファイ
ル類、カーボン紙、ノンカーボン紙、感熱紙（ファ
クス用紙、レシート用紙など）、切符など

清掃センターで受け付け可能なごみの種類が増えます
清掃センターでは、4月から次の資源ごみ

の受け付けを新たに開始します（受け付けは、
祝日を除く月曜日から金曜日の午前8時半か
ら午後4時半まで）。
◆小型家電の回収＝廃家電4品目（※）を除く
家電製品、家庭用パソコン類、携帯端末
※ 廃家電4品目とは、▶冷蔵庫（ストッカー

を含む）▶洗濯機、衣類乾燥機▶テレビ▶
エアコン（クーラー）のこと。

◆シュレッダー処理後の紙の回収
◆古着類の回収

古着類については、清掃センターだけでは
なく、市役所本庁舎、西根・安代両総合支所

内にも回収場所を設置しますので、持参くだ
さい。
◎市役所、西根・安代両総合支所の古着回収
■回収日時 祝日を除く月曜日から金曜日の
午前8時半から午後5時15分まで
■回収品目 ❶衣類全般・帽子・ベルト❷バ
ッグ・かばん❸靴類。❶、❷、❸の各品目ご
とに、市指定のごみ袋など中身の見えるビニ
ール袋に入れ、持ち手を縛ってから、回収場
所にお持ちください。

また、各品目の中でも回収できないものが
ありますので、判断が難しい場合は、市役所
市民課環境衛生係にご相談ください。

●詳しくは、市役所市民課環境衛生係（☎・内線1068、1069）まで

紙
ひ
も
で
十
字
に
縛
り
、指

定
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い

市リサイクル専用指定袋
（小）でも出せます
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表 平成27年度2・3号認定保育料

階層 世帯の課税状況など
月額 ※カッコ内は保育短時間認定の保育料

八幡平市 国（参考）
3歳未満 3歳児 ４歳以上 3歳未満 3歳以上

Ａ 生活保護法の被保護世帯など 0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

Ｂ０ 市（区・町・村）民税
非課税世帯

母子・障がい世帯など 0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

Ｂ１ その他の世帯 2,900
（2,900）

1,900
（1,900）

1,900
（1,900）

9,000
（9,000）

6,000
（6,000）

Ｃ１

市（区・町・村）民税
課税世帯

均等割のみ 8,800
（8,700）

5,900
（5,800）

5,900
（5,800）

19,500
（19,300）

16,500
（16,300）Ｃ2 所得割 12,400

（12,200）
9,500

（9,300）
9,500

（9,300）32,000円未満

Ｃ3 32,000円以上
48,600円未満

14,200
（14,000）

11,500
（11,300）

11,500
（11,300）

Ｄ１ 48,600円以上
56,800円未満

15,000
（14,800）

12,000
（11,800）

12,000
（11,800）

30,000
（29,600）

27,000
（26,600）Ｄ2 56,800円以上

72,600円未満
17,000

（16,700）
14,000

（13,800）
14,000

（13,800）

Ｄ3 72,600円以上
97,000円未満

21,000
（20,700）

18,000
（17,700）

17,000
（16,700）

Ｄ４ 97,000円以上
128,100円未満

23,000
（22,600）

20,000
（19,700）

18,000
（17,700） 44,500

（43,900）
41,500

（40,900）Ｄ５ 128,100円以上
169,000円未満

25,000
（24,600）

21,000
（20,600）

20,000
（19,700）Ｄ６ 169,000円以上

195,600円未満
30,000

（29,500）
23,000

（22,600） 61,000
（60,100）

58,000
（57,100）Ｄ７ 195,600円以上

301,000円未満
35,000

（34,400）
25,000

（24,600）

Ｄ８ 301,000円以上
335,800円未満

38,000
（37,400）

30,000
（29,500）

22,000
（21,600）

80,000
（78,800）

77,000
（75,800）Ｄ９ 335,800円以上

397,000円未満 40,000
（39,300）Ｄ10 397,000円以上 104,000

（102,400）
101,000

（99,400）

❶保育所（園）などの保育料算定方法を変更
平成27年4月からスタートする子ども・子育て

支援新制度では、2・3号認定（※）該当者の保育
料の算定方法が変わります。 ※2・3号認定…
保育が必要な事由に該当し、保育所や認定こども
園などで保育を希望する場合の認定

27年3月分までの保育料は、保護者（扶養義務
者）の所得税【非課税の場合は、市（区・町・村）民
税】の額で算定しますが、4月分からは、保護者（扶
養義務者）の市（区・町・村）民税所得割の額から算
定します。

また、22年度の税制改正により、年少（０～15歳
まで）扶養控除と特定（16～18歳まで）扶養控除の
上乗せ部分が廃止となりましたが、保育料算定で
は、これらの控除があるものとして税額を再計算
していました。

新たな算定方法では、これらの控除の再計算は

行いませんが、保護者負担が大きく変わらないよ
う配慮した下表のとおりの保育料表としています。
❷保育料の切り替え時期が変わります

市（区・町・村）民税は６月に確定するため、新
制度では、同月に保育料を再算定します。その結
果、保育料に変更が生じた場合は、９月分から変
更後の保育料をお支払いいただきます。
❸保育料の額について

公立・私立・市内・市外保育所（園）を問わず、
市民の皆さんの保育料は同額です。

保育標準時間認定（主にフルタイム就労を想定。
最長11時間の保育利用が可能）の階層ごとの保育
料は、今までの保育料表と同額です。

保育短時間認定（主にパートタイム就労を想定。
最長8時間の保育利用が可能）の保育料は、国の基
準と同じく、保育標準時間認定の保育料から約
1.7％減額しています。

保育料の算定方法が変わります
●詳しくは、市役所地域福祉課児童福祉係（☎・内線1103）まで
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各課からのHOT LINE

年度末の休日に合わせて
市役所を臨時開庁します ●詳しくは、下表の担当課・係まで

市は、転入や転出などが多くなる年度末
に合わせ、休日臨時開庁を実施します。平
日の開庁時間に手続きが行えない人は、ぜ
ひご利用ください。
■休日臨時開庁日時 3月22日㈰・28日
㈯・29日㈰の3日間、午前8時半から午後
5時15分まで
■開庁場所 市役所本庁舎（西根・安代両
総合支所では実施しません）

窓口に提出する申請書の一部は、市ホー
ムページからダウンロードすることができ
ます。また、委任状もダウンロードできま
すので、代理人が申請する場合は、事前に
ご準備ください。

なお、毎週水曜日は、午後7時まで本庁
舎の窓口延長も行っていますので、こちら
もご利用ください。

■休日臨時開庁で取り扱う業務と担当課・係

取り扱い業務内容 担 当 課 ・ 係

▶転入・転出などによる住民異
動届の受け付け

▶戸籍謄抄本、住民票の写し、
印鑑証明書の交付

▶印鑑登録および登録廃止の
手続き

市民課戸籍住民係
（内線1062）

▶国民健康保険および後期高
齢者医療の手続き
▶国民年金の異動届受け付け
▶乳幼児など医療費助成の各
種手続き

市民課国保年金係
（内線1070）

▶所得証明書および納税証明
書の交付

税務課市民税係
（内線1124）

市内就業を条件に医師・
看護学生に資金貸し付け ●詳しくは

健康福祉課健康推進係（☎・内線1086）まで

市は、将来、市内医療施設などで医師または看
護師として就業を目指す人に対し、次のとおり養
成修学資金の貸し付けを行います。
■応募資格 大学の医学部または看護学校などに
在籍する学生
■募集人数 医師志望１人、看護師志望2人
■提出書類 ❶貸付申請書❷保証人連署の誓約書
❸戸籍抄本❹履歴書❺健康診断書❻在学証明書

（合格通知書）❼学業成績証明書
※ ❶と❷の書類は、所定の様式がありますので、

市役所健康福祉課備え付けのものに記入して
ください。❻については、入学前に申し込む場
合、合格通知書を提出し、入学後、在学証明書
を提出してもらいます。

■申込期限 4月20日㈪
■選考方法 書類審査および面接

3月5日、別冊「広報はちまんたい」（4㌻）を発行しました。
内容は、市の代表的な工芸品である『安比塗』について紹介してい

ます。「安比塗」の歴史や工程、市外に向けての取り組みのほか、普
段使う食器としての提案なども掲載しています。
「名前は知っているけれど、どういうものかは知らなかった」とい

う人は、これを機会に『安比塗』を身近に感じていただければと思い
ます。また、市役所「結

ゆい
のひろば」に『安比塗』の展示コーナーを設置

していますので、ぜひご覧ください。
詳しくは、安比塗漆器工房（☎0195-63-1065）まで。

別
冊「
広
報
は
ち
ま
ん
た
い
」の
表
紙

別 広報はちまんたい を発行
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各課からのHOT LINE

選手迎える花を育てよう
プランターの里親を募集 ●詳しくは

市国体実行委員会事務局（☎74-2111）まで

平成28年10月に開催される『希望郷いわて国
体』本大会を来年に控え、開催１年前となることし
は、相撲、ラグビーフットボール、ライフル射撃
の3競技のリハーサル大会が、本市を会場に開催
されます。

そこで、リハーサル大会の競技会場を彩る花を
栽培するボランティア（プランターの里親）を募集
します。会場を花いっぱいに装飾し、全国から本
市を訪れる選手や観客の皆さんを温かく迎えま
しょう。
■募集対象 市内在住の個人および団体（会社、地
区、学校など） ※ただし、配布指定日に取りに来
られる人に限ります。
■応募期限 5月31日㈰
■募集個数 900個（応募は何個でも可。応募状況
に応じて、個数を調整する場合があります）
■育成期間 27年６月中旬から7月下旬まで
■品種 ベゴニア、ジニア、サルビア、マリーゴー
ルド
■配布場所 旧松尾総合支所
■応募方法 各家庭に配布した募集チラシの申込
書に必要事項を記入の上、市国体実行委員会事務
局に提出ください。申込書は、同実行委員会ホー
ムページ（http://www.hachimantai-kokutai.
jp/）からもダウンロードできます。

2₇年中に開催されるリハーサル大会
リハーサル大会とは、競技会運営能力の向

上などを目的として、国体開催前に行われる
大会です。27年中に本市で開催されるリハー
サル大会は、次のとおりです。
◎相撲
■大会名 全国教職員選手権大会
■開催日 8月23日㈰
■場所 市総合運動公園体育館
◎ラグビーフットボール（少年男子）
■大会名 東北総合体育大会
■開催期間 8月21日㈮から23日㈰まで
■場所 上寄木グラウンド
◎ライフル射撃
■大会名 全日本社会人ライフル射撃競技選
手権大会
■開催期間 10月10日㈯から12日㈪まで
■場所 ▶スモールボアライフル（50㍍）＝
田山射撃場▶エアライフル（10㍍）、エアピス
トル＝旧田山中学校特設会場▶ビームピスト
ル、ビームライフル＝田山小学校体育館

会場に足を運んでいただき、選手への応援
をよろしくお願いします。

八幡平幹部交番からの
お知らせです☎ 0195-76-2011

西根バイパス歩行時は車道を避けて
平成26年12月25日に開通した西根バイパスは、

一部の区間で引き続き、歩道設置工事などが行わ
れています。

夜間の外出やペットの散歩などで歩行する際
は、車道を避け、交通安全に十分に気を付けてご
利用ください。

後部座席もシートベルトを忘れずに
後部座席にもシートベルトの着用義務がありま

す。シートベルトを着用せずに交通事故に遭った
場合、全身を強打するだけではなく、後部座席で

雪かき作業時は周りに注意を払おう
家の周りや歩道に大量の雪が積まれている場所

があります。雪かきは、道路（車道）に出ないよう
作業してください。作業に夢中になるあまり、車
の往来に気付かず、衝突される危険性があります。

交通事故の犠牲者にならないためにも、『自分の
身の安全は、自分でしっかり守る』という強い気持
ちと警戒心を持ちましょう。

も、車外に放り出さ
れ、命を落とす危険
性があります。

必ずシートベルト
を装着し、６歳未満
の幼児はチャイルド
シートを利用しま
しょう。 チャイルドシートの利用を
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各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
）

◎
第
27
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
冬
季
大

会（
１
月
24
日
～
２
月
1
日
、
ス
ロ
バ

キ
ア
・
ス
ト
ラ
ブ
ス
ケ
プ
レ
ソ
）

▽
男
子
団
体

❷
日
本〔
小
林
潤
志
郎

ほ
か（
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
、松
尾
中
卒
）〕

▽
女
子
団
体

❷
日
本〔
小
林
諭
果（
早

稲
田
大
2
年
、
松
尾
中
卒
）ほ
か
〕▽
混

合
団
体

❶
日
本（
小
林
諭
果
、
小
林

潤
志
郎
）

◎
第
93
回
全
日
本
選
手
権
大
会
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
複
合（
１
月
30
日
、
2
月

11
・
12
日
、
長
野
県
・
白
馬
ジ
ャ
ン
プ

競
技
場
）

【
男
子
】◆
複
合
▽
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル

❹

永
井
健
弘（
盛
岡
市
役
所
、
田
山
中
卒
）

❻
永
井
陽
一（
安
代
中
教
諭
、
田
山
中

卒
）▽
ラ
ー
ジ
ヒ
ル

❽
小
林
陵
侑（
盛

岡
中
央
高
3
年
、
松
尾
中
卒
）

◆
ジ
ャ
ン
プ

❽
小
林
陵
侑

【
女
子
】◆
複
合
▽
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル

❶

小
林
諭
果

◎
第
52
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

（
２
月
3
～
8
日
、
青
森
県
・
大
鰐
温

泉
ス
キ
ー
場
ほ
か
）

【
女
子
】◆
3
㌔
ク
ラ
シ
カ
ル

❼
滝
沢

日
菜（
安
代
中
2
年
）

◆
3
㌔
リ
レ
ー

❼
岩
手（
滝
沢
日
菜

ほ
か
）

◎
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
種
目（
２
月
7
日
、カ
ザ
フ
ス
タ
ン
・

ア
ル
マ
ト
イ
）

【
男
子
】◆
ジ
ャ
ン
プ
団
体

❻
日
本

（
小
林
陵
侑
ほ
か
）

◎
三
ケ
田
礼
一
杯
第
23
回
市
ジ
ュ
ニ
ア

ス
キ
ー
選
手
権
大
会
兼
第
20
回
安
代
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯
安
代
地
区
小
中
学

校
ス
キ
ー
大
会（
２
月
7
日
、
田
山
ス

キ
ー
場
）

【
男
子
】◆
大
回
転
▼
小
学
生
▽
１
年

❶
瀬
川
拓
実（
大
更
小
）❷
羽
沢
友
希

（
安
代
小
）❸
高
橋
煌
友（
安
代
小
）▽
２

年

❶
中
軽
米
拓
人（
寄
木
小
）❷
工
藤

琉
翔（
田
山
小
）❸
和
井
内
海
凪（
田
山

小
）▽
３
年

❶
渡
辺
悠
飛（
寄
木
小
）

❷
北
口
遼（
安
代
小
）❸
和
井
内
飛
沫

（
田
山
小
）▽
４
年

❶
北
舘
遥
希（
安

代
小
）❷
齊
藤
廉（
田
山
小
）❸
川
村
岳

大（
田
山
小
）▽
５
年

❶
山
本
友
大

（
田
山
小
）❷
山
本
唯
人（
田
山
小
）❸
安

保
大
空（
柏
台
小
）▽
６
年

❶
齊
藤
聡

真（
田
山
小
）❷
齊
藤
拓
真（
田
山
小
）

❸
羽
澤
琢
人（
安
代
小
）

▼
中
学
生
▽
２
部

❶
村
上
陸
和（
安

代
中
1
年
）❷
齋
藤
慶
吾（
安
代
中
1

年
）❸
山
本
秀
星（
安
代
中
１
年
）

◆
距
離
▼
小
学
生
１
㌔
▽
１
年

❶

佐
々
木
輝
琉（
柏
台
小
）❷
齊
藤
巧
輝

（
田
山
小
）❸
大
森
喜
斗（
安
代
小
）▽
２

年

❶
工
藤
和
都（
安
代
小
）❷
藤
村
翔

紅（
安
代
小
）❸
遠
藤
優
希（
安
代
小
）▼

小
学
生
２
㌔
▽
３
年

❶
橋
本
拓
樹

（
安
代
小
）❷
岩
渕
泳
人（
柏
台
小
）❸
村

瀬
晃
志（
柏
台
小
）▽
４
年

❶
安
保
翔

（
田
山
小
）❷
工
藤
尚
紀（
安
代
小
）❸
吉

田
翔
愛（
田
山
小
）▼
小
学
生
２
・
５
㌔

▽
５
年

❶
阿
部
遼
大
朗（
柏
台
小
）❷

安
保
瑠
粋（
田
山
小
）❸
成
田
健
太（
田

山
小
）▽
６
年

❶
畠
山
夢
叶（
安
代

小
）❷
齋
藤
大
貴（
安
代
小
）❸
橋
本
剛

士（
安
代
小
）

▼
中
学
生
▽
１
部
５
㌔

❶
森
鷲
太

（
松
尾
中
3
年
）❷
髙
橋
永
遠（
松
尾
中

3
年
）❸
前
川
祥
太（
松
尾
中
2
年
）▽

２
部
２
・
５
㌔

❶
畠
山
温
人（
安
代

中
2
年
）❷
黒
澤
英
祟（
安
代
中
1
年
）

❸
吉
田
優
翔（
安
代
中
1
年
）

◆
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ
▽
小
学
校
低

学
年

❶
工
藤
琉
翔
❷
吉
田
翔
愛
▽
小

学
校
５
・
６
年

❶
山
本
唯
人

【
女
子
】◆
大
回
転
▼
小
学
生
▽
１
年

❶
三
浦
悠
里（
田
山
小
）❷
畠
山
七
匠

（
安
代
小
）▽
２
年

❶
阿
部
美
莉
亜

（
柏
台
小
）❷
佐
々
木
遥
生（
安
代
小
）❸

村
上
彩
央
菜（
安
代
小
）▽
３
年

❶
安

保
瑞
希（
柏
台
小
）❷
山
本
遥（
田
山
小
）

❸
畠
山
若
葉（
安
代
小
）▽
４
年

❶
工

藤
瑞
歩（
安
代
小
）❷
八
幡
優
那（
田
山

小
）❸
瀬
川
美
羽（
大
更
小
）▽
５
年
❶

山
口
莉
永（
松
野
小
）❷
畠
山
一
葉（
安

代
小
）❸
八
幡
珠
晏（
田
山
小
）▽
６
年

❶
佐
々
木
百
峰（
柏
台
小
）❷
滝
川
瑠
夏

（
寄
木
小
）❸
北
口
舞
奈（
安
代
小
）

▼
中
学
生
▽
１
部

❶
木
村
夏
海（
安

代
中
2
年
）❷
宮
野
莉
胡（
安
代
中
2

年
）❸
矢
部
凛
香（
安
代
中
1
年
）▽
２

部

❶
関
旭
陽（
安
代
中
1
年
）❷
北
舘

雪
音（
安
代
中
1
年
）❸
羽
澤
絢
菜（
安

6年女子大回転で優勝した佐々木
百峰選手（三ヶ田礼一杯）
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田
か
り
ん（
安
代
中
2
年
）

❷
山
本
七
星（
安
代
中
１

年
）❸
大
森
愛
実（
安
代
中

１
年
）

◆
ジ
ャ
ン
プ
▽
小
学
校
低

学
年

❶
山
本
遥
❷
吉
田

悠
愛

【
男
女
混
合
】◆
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー
４×

１
㌔

❶
安
代
小
Ａ（
山

本
鈴
華
、
種
市
ら
ん
、
齋

藤
大
貴
、
畠
山
夢
叶
）❷

代
中
2
年
）

◆
距
離
▼
小
学
生
１
㌔
▽
１
年

❶

関
香
里
奈（
田
山
小
）❷
立
花
優
奈（
安

代
小
）❸
小
山
田
凛
花（
安
代
小
）▽
2

年

❶
吉
田
悠
愛（
田
山
小
）❷
畠
山
夢

菜（
安
代
小
）❸
立
花
佑
奈（
安
代
小
）▼

小
学
生
2
㌔
▽
3
年

❶
安
保
み
な

み（
田
山
小
）❷
齊
藤
り
ん（
田
山
小
）❸

荒
川
依
舞（
安
代
小
）▽
４
年

❶
種
市

ら
ん（
安
代
小
）❷
佐
々
木
莉
良（
柏
台

小
）❸
金
澤
愛
理（
田
山
小
）▼
小
学
生

2
・
５
㌔
▽
５
年

❶
齊
藤
さ
く
ら

（
田
山
小
）❷
川
又
花
菜（
田
山
小
）❸
盛

内
美
優（
安
代
小
）▽
６
年

❶
山
本
鈴

華（
安
代
小
）❷
熊
谷
優（
柏
台
小
）❸
田

村
涼（
柏
台
小
）

▼
中
学
生
2
・
５
㌔
▽
１
部

❶
工
藤

稀
凛（
安
代
中
2
年
）▽
2
部

❶
小
山

柏
台
小
S〔
阿
部
遼
大
朗
、
佐
々
木
百

峰
、
佐
々
木
大
雅（
６
年
）、
伊
藤
愛
唯

（
６
年
）〕❸
田
山
小
Ａ（
安
保
瑠
粋
、
成

田
健
太
、齊
藤
さ
く
ら
、安
保
み
な
み
）

◎
第
₆₄
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

（
2
月
7
～
10
日
、
秋
田
県
・
花
輪
ス

キ
ー
場
ほ
か
）

【
女
子
】◆
距
離
▽
５
㌔
ク
ラ
シ
カ
ル

❿
土
屋
正
恵（
盛
岡
南
高
3
年
、
安
代

中
卒
）▽
５
㌔
フ
リ
ー

❽
山
本
希
歩

（
盛
岡
南
高
2
年
、
松
尾
中
卒
）❾
土
屋

正
恵
▽
15
㌔
リ
レ
ー

❿
盛
岡
南（
山

本
希
歩
、
土
屋
正
恵
ほ
か
）

◎
第
20
回
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
マ
ス
タ
ー
ズ

大
会（
2
月
8
日
、
花
巻
市
・
市
営
高

村
山
荘
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
）

◆
男
子
▽
30
歳
代（
５
㌔
）
❷
小
山
田

龍
司（
八
幡
平
市
役
所
）▽
40
歳
代（
５

㌔
）
❶
岩
渕
貴
光（
L
i
f
e
8
）▽

60
歳
代（
3
㌔
）
❸
藤
原
幸
雄（
安
代

ス
キ
ー
協
会
）▽
65
歳
代（
3
㌔
）
❷

工
藤
和
吉（
㈲
安
代
清
掃
社
）❸
安
保
時

雄（
安
代
ス
キ
ー
協
会
）▽
70
歳
代（
3

㌔
）
❸
工
藤
英
雄（
安
代
ス
キ
ー
協

会
）

◎
2
0
1
5
F
I
S
花
輪
大
会
ジ
ャ
イ

ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会（
2
月
11
･

12
日
、
秋
田
県
・
花
輪
ス
キ
ー
場
）

【
男
子
】◆
大
回
転
❼
小
松
悠
平（
専
修

大
１
年
、
平
舘
高
卒
）

◎
第
₁5
回
S
Ｂ
C
杯
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ

ン
プ
大
会（
2
月
12
日
、
長
野
県
・
白

馬
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
）

【
女
子
】
❶
小
林
諭
果

◎
第
27
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー

大
会
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
種
目（
2
月
14
～

16
日
、
長
野
県
・
野
沢
温
泉
シ
ャ
ン

ツ
ェ
ほ
か
）

【
男
子
】◆
ジ
ャ
ン
プ

❸
小
林
陵
侑

【
女
子
】◆
５
㌔
フ
リ
ー

❺
土
屋
正
恵

◎
第
70
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス

キ
ー
競
技
会（
2
月
20
～
23
日
、
群
馬

県
・
片
品
村
）

【
男
子
】◆
ジ
ャ
ン
プ
▽
少
年

❷
小
林

陵
侑
▽
成
年
B

❹
永
井
健
弘

◆
複
合
▽
少
年

❶
小
林
陵
侑
▽
成
年

B

❷
永
井
健
弘
❹
永
井
陽
一

【
女
子
】◆
距
離
▼
20
㌔
リ
レ
ー

❺
岩

冬季国体の複合少年
男子2連覇を果たし
た小林陵侑選手

手（
山
本
希
歩
、
土
屋
正
恵
ほ
か
）

【
男
女
総
合
】❺
岩
手

◎
世
界
選
手
権
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
種
目

（
2
月
18
日
～
3
月
5
日
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
・
フ
ァ
ル
ン
）

【
男
子
】◆
複
合
団
体

❻
日
本〔
永
井

秀
昭（
岐
阜
日
野
自
動
車
、
田
山
中
卒
）

ほ
か
〕

◎
第
８
回
県
小
学
生
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

大
会（
2
月
21
日
、
下
倉
ス
キ
ー
場
）

【
男
子
】◆
大
回
転
▽
１
年

❶
瀬
川
拓

実
▽
2
年

❶
中
軽
米
拓
人
❸
工
藤
唯

人
▽
3
年

❶
久
世
一
力（
松
尾
ジ
ュ

ニ
ア
）▽
６
年

❷
葛
巻
洸
大（
松
尾

ジ
ュ
ニ
ア
）❸
中
野
大
詞（
A
P
P
I
・

Ｊｒ
）

【
女
子
】◆
大
回
転
▽
2
年

❷
阿

部
美
莉
亜
▽
3
年

❶
遠
藤
り
の

（
A
P
P
I
・
Ｊｒ
）▽
４
年

❶
八
幡
優

那（
田
山
ス
ポ
少
）▽
５
年

❶
吉
田
朱

里（
A
P
P
I
・
Ｊｒ
）

男
女
混
合
リ
レ
ー
で
１
位
を
勝
ち
取
っ
た
安
代
小
Ａ

の
ア
ン
カ
ー
・
畠
山
夢
叶
選
手
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1210まで。

市の将来のまちづくりを議論する
総合計画審議会を開催（２月３日、
市役所多目的ホール棟大ホール）

西根地区芸能まつりで披露された
平笠田植え踊り（２月１日、西根地
区市民センター）

福祉の心を高める場に
第８回市ボランティアの集い

第８回市ボランティアの集いが２月13日、市総合
福祉センターで開催されました。

集いには、市民や関係者ら約200人が参加。市赤
十字奉仕団事務局から、宮古市の仮設住宅にリンド
ウを配布したことなどが報告されたほか、市防災対
策専門員の瀬川正雄さんが、昨年の県総合防災訓練
の様子や災害対応について講話を行いました。また、
ふれあいランド岩手の職員を講師に、音楽に合わせ
た体操も行われ、参加者は交流を深めました。隣の席の人と触れ合いながら体操で交流

特産品の料理を味わう
大地の恵みを楽しむ会

大地の恵みを楽しむ会が２月６日、松尾コミュニ
ティセンターで開かれました。

会には、市内外から約200人が参加。市の食材を
使った料理や地酒がテーブルに所狭しと並べられた
ほか、いわて国体おもてなしメニュー「大地の恵み御
膳」のメーン料理「ジャンボ椎

し い た け

茸メンチカツ」も提供
されました。また、津軽三味線奏者の藤原翼さん＝紫
波町＝の演奏が会場を盛り上げ、参加者は音楽を楽
しみながら、市特産品の味を堪能しました。 市特産品を使った料理でテーブルがいっぱいに

市高齢者スポーツ大会ユニカール
競技では、一投一投に注目（２月17
日、松尾コミュニティセンター）

笑顔崩さず耐久レース
スノー駅伝

スノー駅伝が2月21日、八幡平リゾートパノラマ
スキー場で行われ、幅広い年齢層で構成される県内
外の17チームが参加しました。

駅伝は、１周300㍍の起伏あるコースを、1チーム
6人以下で１時間リレー。上り坂は走り、下り坂は
ソリで滑走するルールで、時間内の周回数を競い合
いました。選手たちは、寒さと疲れで足が重くなる
後半も、仲間や観客の声援を力に、終始笑顔で走り
抜きました。 女性警察官の装いで参加する人も
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第24回東日本バイアスロン選手権
大会を開催（２月１日、田山バイア
スロン競技場）

市防災会議で関係者らが防災計画
について協議（２月26日、市役所多
目的ホール棟大ホール）

さらなる発展誓い合唱
西根中学校創立50周年記念式典

西根中学校（井上博幸校長、生徒322人）の創立50周
年記念式典が２月７日、同校で行われました。

在校生、来賓、保護者ら約500人が出席。生徒会
長の大志田愛理さん（２年）が「50周年という節目に
生徒でいられることを誇りに思う。これまでの輝か
しい伝統を受け継ぎ、新たな創造をしていきたい」
と、あいさつしました。その後、全校生徒が、ボディ
パーカッションや50周年記念歌「見えないものを」の
合唱、応援を披露し、創立50周年を祝いました。井上校長の指揮で50周年記念歌を合唱

冬の八幡平で救助訓練
八幡平遭難対策委員会捜索救助隊厳冬期訓練

八幡平遭難対策委員会捜索救助隊の厳冬期遭難救
助訓練が１月31日から２月１日までの２日間、八幡
平で行われ、同隊員と警察官ら９人が参加しました。

訓練は、冬山での遭難救助技術の向上、関係機関
との連携強化を目的に実施。御在所登山口を出発し、
陵雲荘で１泊、ビバーク訓練などを行い、御在所登
山口に戻りました。同隊の髙橋時夫隊長は「冬山の
美しさを満喫するためにも、入山時は万全の準備を
してほしい」と、事前準備の大切さを呼び掛けました。 樹氷の中を歩む訓練参加者（写真：捜索救助隊提供）

未来を担う若者に助言
松尾中学校で市長が講演

「八幡平市の未来を担う君たちへ」をテーマにした
市長講演会が2月4日、松尾中学校で行われ、同校
生徒約１４０人が聴講しました。

講演会で田村市長は、安代りんどうの輸出や外国
での栽培に関して、ニュージーランドなどへ海外出
張してきた経験から「英語を話せる力」の必要性を強
調。佐々木理

り こ

心さん（１年）は「市が世界に誇るリンド
ウを今後もたくさんの人に広めてほしい」と、市への
期待を寄せました。市長の講演に真剣なまなざしで聴き入る生徒たち
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保健のひろば
健康福祉課健康推進係 ☎・内線1081

子育てＮＥＷＳ
地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1101

を
受
診
し
、
早
期
発
見
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
早
期
発
見
は
、
本
人
の
重

症
化
を
防
ぐ
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

周
り
へ
の
感
染
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め

に
も
重
要
で
す
。

■
結
核
の
予
防
と
治
療

結
核
の
感
染
予
防
の
た
め
に
、
次

の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

❶
睡
眠
時
間
を
十
分
に
取
る
。

❷
適
度
に
運
動
す
る
。

❸
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
取
る
。

❹
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
。

抵
抗
力
の
弱
い
赤
ち
ゃ
ん
は
、
結

核
に
感
染
す
る
と
重
症
化
し
や
す

く
、
生
命
に
関
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
予
防
す
る
た
め
に
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ

接
種
が
有
効
で
す
。
生
後
５
～
８
カ

月
の
間
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

現
在
、
結
核
の
治
療
法
は
、
抗
結

核
薬
と
い
う
薬
を
６
カ
月
間
、
毎
日

服
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
症
状

が
消
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
途
中
で

服
薬
を
止
め
て
し
ま
う
と
、
治
ら
な

い
だ
け
で
は
な
く
、
薬
が
効
か
な
い

「
多
剤
耐
性
菌
」に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
医
師
の
指
示
に
従
い
、
服
用

を
続
け
ま
し
ょ
う
。

「
結
核
」と
は
、
人
か
ら
人
へ
と
う

つ
る
感
染
症
で
す
。
結
核
で
恐
ろ
し

い
の
は
、
自
分
が
感
染
し
て
い
る
こ

と
に
気
が
付
か
ず
、
他
の
人
に
う
つ

し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

昔
の
病
気
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
結
核
は
現
代
の
病
気
。
ひ
と
ご

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
で
も
、
年

間
約
２
万
人（
１
日
当
た
り
約
58
人
）

が
新
た
に
発
病
し
て
お
り
、
約
２
千

人（
１
日
当
た
り
約
6
人
）が
命
を
落

と
し
て
い
る
日
本
の
重
大
な
感
染
症

で
す
。

■
こ
ん
な
と
き
は
病
院
へ

結
核
は
、
菌
に
感
染
し
て
も
必
ず

発
病
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
注
意
す

れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
怖
が
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

発
病
し
た
場
合
の
初
期
症
状
は
、

風
邪
と
似
て
お
り
、
次
の
よ
う
な
症

状
が
出
ま
す
。

❶
せ
き
が
２
週
間
以
上
続
く
。

❷
タ
ン
が
出
る
。

❸
体
が
だ
る
い
。

❹
急
に
体
重
が
減
る
。

こ
の
よ
う
な
症
状
が
見
ら
れ
た

ら
、
呼
吸
器
内
科
な
ど
の
医
療
機
関

「
結
核
」と
い
う
病
気
を
ご
存
じ
で
す
か

市内在住の保護者が、疾病・出産・恒常的な夜
間の仕事・休日出勤などの理由で、お子さんの養
育が困難となった時、養護施設で一定期間、養育
および保護を行い、子育てを支援する「子育て短期
支援事業」があります。
◎事業の内容（各事業の費用は、世帯の課税状況な
どによって異なります）
■短期入所生活援助（ショートステイ）
▶期間 ７日間（6泊7日）以内
▶対象 入院などで、家庭での養育が一時的に困
難になった家庭の児童
▶費用 １日当たり最大5,350円
■夜間養護（トワイライトステイ）
▶期間 １カ月以内（平日）
▶対象 保護者が恒常的に夜間、深夜にわたる仕
事に就いている家庭の小学校低学年の児童

▶費用 １日当たり最大1,500円
■休日預かり事業
▶期間 １カ月以内（休日）
▶対象 保護者が病気や仕事などの理由で、日曜
日および祝日に養育が困難になった児童
▶費用 １日当たり最大1,350円
◎実施施設

◎申し込み方法 申込書を市役所地域福祉課児童
福祉係に提出ください（印鑑が必要です）。
◎必要書類 １月２日以降に市に転入した人は、
転入前の市町村から課税証明書を発行してもら
い、申込書に添付してください。

名 称 所 在 地 電話番号
和光学園 盛岡市青山1-25-2 019-647-2143
青雲荘 盛岡市加賀野4-8-33 019-653-3947
みちのくみどり
学園

盛岡市上田字松屋敷
11-14 019-662-5656

日赤岩手乳児院 盛岡市中央通1-4-7 019-621-3311
善友乳児院 盛岡市北山1-13-24 019-622-2156
※ 施設の状況によっては、受け入れができない場合が

ありますので、ご了承ください。

一時的に子どもを預ける必要がある時は

子育て短期支援事業の活用を
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り 

〔
3
〕

今

の

八
幡
平
市
へ
や
っ
て
き
て
、

初
め
て
の
冬
で
す
！

人
生
で

初
め
て
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
の
中

で
運
転
を
し
た
り
、
朝
の
積
雪

で
車
が
全
く
前
に
進
ま
な
か
っ

た
り
、
氷
で
コ
ケ
た
り
、
雪
に

埋
も
れ
た
り
…
…
。
と
、
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
、
雪
ら
し

い
雪
も
降
ら
ず
、
ぼ
ん
や
り
と

し
た
関
東
の
冬
よ
り
も
、
ス
ッ

と
背
筋
が
伸
び
る
よ
う
な
空
気

や
ま
き
ス
ト
ー
ブ
の
ぬ
く
も

平舘コミセンは、１階に相談室、加工室（調理）
があり、２階には講義室、研修室、和室、そして、
別棟に体育館があります。

その他、ふれあい広場のテニスコート２面（全天
候）と相撲練習場を備え、多くの市民の皆さんが利
用しています。特にテニスコートは、照明がある
ため、毎日利用される人気の施設です。

公民館からコミュニティセンターに変わり、１
年が経とうとしています。平舘コミセンの学習事
業では、少年、成人、老春大学、世代交流などを
行いました。

成人事業の多くは、日中働いている皆さんが参
加できるように夜も実施し、参加者から好評をい
ただきました。

また、芸術・文化事業の「平舘ふれあいまつり」
では、地域の皆さんや各サークルをはじめ、保育

り
、
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
が
舞
う

こ
こ
の
冬
が
好
き
で
す
。

こ
こ
最
近
、
同
世
代
の
方
々

と
八
幡
平
市
で
の
暮
ら
し
に
つ

い
て
話
し
合
う
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
皆
共
通
し
て
言
う
せ
り

ふ
の
ひ
と
つ
が
、｢

こ
こ
の
自

然
は
本
当
に
い
い
よ
ね｣

と
い

う
こ
と
。
私
も
春
夏
秋
冬
過
ご

し
て
き
て
、
あ
ら
た
め
て
そ
う

思
い
ま
す
。

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
生
か

し
な
が
ら
、
こ
こ
な
ら
で
は
の

暮
ら
し
の
ア
イ
デ
ア
や
活
動
を

提
案
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
を
、
次
年
度
は
具
体
的
に
表

現
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の

第
一
歩
と
し
て
、未
来
や
思
い
、

そ
の
他
何
で
も
気
軽
に
話
し
合

え
る
よ
う
な
開
か
れ
た
場
を
春

か
ら
つ
く
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

…
…
そ
の
前
に
、
収
穫
し
た

大
豆（
1
キ
ロ
ま
い
た
ら
60
キ

ロ
に
！
）で
み
そ
の
仕
込
み
を

し
な
け
れ
ば
！

春
が
待
ち
遠

し
い
で
す
。

園児や小・中・高校生らの作品展示、舞台発表、
模擬店出店、ゲームなどを行い、地域の交流を図
りました。

世代間交流では、
１月８日に「ミズキ
団子作り」を行い、ミ
ズキのお飾りを持っ
て、金融機関や福祉
施設などを訪問しま
した。

体育事業では、運動会、ソフトボール、野球、
ビニールバレー（リーグ戦など）、ローンボウルズ

（ボウリングの原形となった競技）を行いました。
特に運動会は、27年度で70回目を迎える伝統行事
です。平舘地域の皆さん、ぜひ、ご参加ください。

団子をミズキに付けました

地域一体となって運動会を開催（平成26年８月24日）

こども会やコミセンでも南米料理教室を開催

さまざまな用途の施設を備えています

第12回 ＱＲコードを読み
取ると、平舘コミセン
のF

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebookのページ

にアクセスできます。

コミュニティセンター通信
平舘コミセン

☎74-2040

地域の触れ合い促す事業を多数開催
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むかし道具展は３月22日までむかし道具展は３月22日までむかし道具展は３月22日まで

26年度ベストリーダー決定26年度ベストリーダー決定26年度ベストリーダー決定

多くの皆さまに来館いただいている「絵本から
飛び出せ！むかし道具展」は、3月22日㈰で終了
します。展示会では、絵本の中に登場する昔の道

具や市に古くから伝わる
民話などを紹介していま
す。体験コーナーでは、
かるた遊びやけん玉など
の昔の遊びを楽しむこと
ができます。

絵本の世界を再現した

新年度もイベント盛りだくさんトピック展にお越しください

出
張
講
座
の
様
子

むかし道具の展示風景

日頃から、博物館にご支援・ご協力いただき、
ありがとうございます。新年度も、市の歴史と文
化を出張講座、トピック展を通じて分かりやすく

展示をぜひ、家族や友人とご覧ください。
◎絵本から飛び出せ！むかし道具展
■展示終了日 3月22日㈰
■開館時間 午前９時から午後4時半まで
■休館日 月曜日 ※祝日の場合、火曜日が休み
■入館料 200円（中学生以下は無料）

発信していきます。
また、新年度は、毎

年恒例の「春のはく
ぶつかん祭り」を開
催します。26年度は、

博物館探検などを実施しました。その他にも、市制
10周年を記念して、これまで実施したイベントの
写真展（5・６月を予定）
などを開催します。

詳細が決まり次第「博
物館だより」やチラシな
どでお知らせしますの
で、お見逃しなく！

過去の「春のはくぶつかん
祭り」では藍染めを実施

おすすめの絵本を１冊に

今年度一番読まれた本を紹介

毎月「新刊子どもの本を読む会」では、子ども向
けの新刊を対象とした読書会を開催しています。
その読書会で使用した本の中から、おすすめの作
品19冊を会員が選び、あらすじなどをまとめた小
冊子を作成しました。図書館で無
料配布しています。

また、新刊子どもの本を読む会
は、次のとおり開催しています。
■開催日 毎月第１土曜日の午前
10時から11時半まで

【絵本】１位 【文芸】１位・２位■対象者 子どもの本が好きな人、読み聞かせの
活動に興味がある人など

ことし、図書館で最も多く貸し出された本（ベス
トリーダー）が決まりました。部門別に3位まで紹

介します（書名／著者または出版社など）。

一
般

❶ ぼくのおやつ／ぼく

❷
大人に役立つ！頭のいい小学生が解いているパ
ズル／松永暢史、昭和の歌511／小学館、ときめ
く収納アイデアBOOK／主婦と生活社、100万人
が選んだ大絶賛おかず／主婦と生活社

文
芸

❶ 村上海賊の娘 上／和田竜
❷ 村上海賊の娘 下／和田竜
❸ 祈りの幕が下りる時／東野圭吾、北の街物語／内

田康夫、連写／今野敏
児
童
書

❶ かいけつゾロリのてんごくとじごく／原ゆたか
❷ かいけつゾロリたべるぜ！大ぐいせんしゅけん／

原ゆたか、実験対決12 ／ゴムドリco.ほか

絵
本

❶ バムとケロのもりのこや／島田ゆか、バムとケロ
のおかいもの／島田ゆか

❸ きらきらねがいぼし／サラ・ディラードほか

バ
ム
と
ケ
ロ
の
も

り
の
こ
や（
島
田

ゆ
か
・
文
溪
堂
）

村
上
海
賊
の
娘（
和

田
竜
・
新
潮
社
）

小冊子の表紙
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（１月届け出分）

No.114

広報クイズ
３月５日号の問題

正解者の中から抽選で３人に500円分の図書カードをお贈りします。
◎�応募方法 はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名（ふりがな）、年齢」を書いて応募
してください。答えのほかに、広報の感想や意見などを必ず書き添えてください。紙面づ
くりの参考にさせていただきます。
◎�応募先 八幡平市役所「広報クイズ係」 ☆はがき〒028-7397（住所不要）
☆ＦＡＸ：74-2102
☆メール：koushitsu@city.hachimantai.lg.jp（タイトルに「広報クイズ」と入力）
◎応募期限 ３月23日㈪消印有効
◎第113回の正解 八幡平市国体サポーターズ ▶応募者20人 ▶正解者17人
▶当選者 髙橋弘子さん（大更）、大崎秀幸さん（野駄）、田村賀津子さん（野駄）

３月５日発行の別冊
「広報はちまんたい」で
紹介したのは○○○

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています。（敬称略）

健やかに
◎男の子

米川 結
ゆうしん

真（拓也・里美／田山上）

工藤 暖
だん

（玄太・理恵／石名坂）

松村 來
ら む

夢（春樹・梨里花／渋川開拓）

◎女の子

田村 雪
ゆ き の

乃（智和・悦子／駅前一区）

中村 美
み は る

晴（渉・真紀子／北寄木）

伊藤 雅
みやび

（竜也・仁美／帷子）

熊谷 菜
な な

那（成一・育子／駅前一区）

伊藤 六
り っ か

花（敬太・詩緒里／薬師）

佐藤 博 ／駅前二区

渡邊 美穂 ／駅前二区

晴山 輝朗 ／野駄

砂渡 真澄 ／野駄

髙橋 甚右衛門 90歳 南寄木

伊藤 エキ 103歳 五日市４区

高橋 誠 58歳 下平笠

古川 敬悅 78歳 中松尾

渡邊 ヒデオ 89歳 高宮

佐藤 キクエ 91歳 東

伊東 清 83歳 駅前二区

伊藤 ハツヘ 92歳 中平笠

田代 德右衛門 94歳 畑

石羽根 カホル 84歳 南寄木

工藤 八重 91歳 渋川開拓

山本 正年 85歳 舘沢

工藤 正幸 90歳 高宮

伊藤 ハツ 96歳 薬師

林 ミツエ 65歳 東

髙橋 ミネ 87歳 松川

岩崎 トミヱ 77歳 山後

阿部 キヨヱ 92歳 兄畑

工藤 存美 73歳 間羽松

藤根 ハナ 89歳 寄木新田

中村 ハツ 92歳 荒木田

武田 孝造 90歳 山子沢

工藤 茂生 86歳 間羽松

髙橋 正德 84歳 仲町

加藤 サダ 88歳 舘腰

伊藤 武 81歳 山子沢

種市 拓史 30歳 荒屋

藤舘 幸吉 81歳 秋葉

小倉 義昭 76歳 野駄

田村 キノ 95歳 駅前

羽上 悦子 49歳 下町一区

お幸せに

（
（

■人口の動き【1月31日現在 （ ）は前月比】 ■交通事故発生件数など ※（ ）は前年の数

地 区 人 口 世 帯 数
西根地区 16,654（－15） 6,258（

＋

3）
松尾地区 6,107（－12） 2,358（－4）
安代地区 4,851（－8） 1,872（

＋

1）
合 計 27,612（ー35） 10,488（0）
男 性 13,319（－21）
女 性 14,293（－14）

出生 14 死亡 43
転入 29 転出 35

項 目 1月 1月からの累計
人身事故 2（2） 2（2）
物損事故 52（77） 52（77）
負 傷 者 2（3） 2（3）
死 者 0（0） 0（0）
飲酒運転 0（2） 0（2）
火 災 0（2） 0（2）
救 急 121（96） 121（96）
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▪編集後記
震災の職員派遣時にお世話になった方が

退職されるとのことで、久しぶりに沿岸へ。
復興に向け、景色は変わりましたが、迎え
てくれた皆さんの温かさは変わらず、むし
ろ元気付けられて帰ってきました。▷３月
は別れの多い月。市外・県外へ行ってしま
う人も多いかと思います。その際のはなむ
けには、広報別冊で紹介した安比塗を贈っ
てみてはいかがでしょうか？ （佐々木）

今月の表紙 子どもの時より真剣勝負

「第３回八幡平エンジョイ雪合戦大会
2015」が２月 14、15の両日、サラダファー
ム特設コートで開催されました。

大会には、小学生から大人まで、県内外
の40チーム約400人がエントリー。童心に
帰り、雪との触れ合いを楽しむチームもあ
れば、雪玉の投げ方を工夫し、頭脳戦を展
開するチームもあり、熱戦が繰り広げられ
ました。放射線などの測定結果について

西根・安代地区学校給食セン
ターでは、調理した給食の放射性
物質を測定しています。

1月19日・22日・29日、2月
5日の測定では、放射性物質は検
出されませんでした。内容は、市
ホームページで公開しています。

詳しくは、西根地区学校給食セ
ンター（☎70-1117）まで。

柏台のタクシー事業 
4月から変更します

市コミュニティバス松尾地区路
線の拡充により、松尾鉱山資料館
に待機していた柏台地区のタク
シーは、３月３１日㈫に事業を終了
し、４ 月 １ 日㈬から通常営業での
運行となります。

タクシーが必要な場合、最寄り
のタクシー事業者まで問い合わせ
ください。

詳しくは、市役所地域振興課地
域振興係（☎・内線1257）まで。

多重債務で困ったら 
まず電話してみよう

東北財務局盛岡財務事務所で
は、自らの収入で返済できない借
金でお悩みの人の相談に応じます。
■相談専用電話 019-622-1637
■時間 平日午前8時半から午
後4時半まで

詳しくは、同財務事務所（☎
019-625-3353）まで。

体育協会の臨時職員 
若干名を募集中です

市体育協会では、臨時職員を若
干名募集しています。
■任用期間 4月から11月【予定】
■業務内容 施設の清掃や管理
■応募資格 次の項目全てに該当
する人▶市内在住▶27年4月1日
現在、２０歳以上60歳以下の健康な
人▶自家用車で通勤可能な人
■応募方法 市体育協会本部（市
総合運動公園内）にある募集要項
に従い、同会の本部、松尾・安代
事務所備え付けの履歴書へ必要事
項を記入の上、３月１６日㈪までに
郵送または持参で提出ください。

詳しくは、同会本部（☎70-1600）
まで。

農薬残留基準値が改定 
農薬使用時はご注意を

国では、農薬の安全性評価法を
見直し、新たな残留農薬基準を設
定しました。

新しい基準の導入により、農薬
容器のラベルに従った使用では、
作物に残留する農薬量が残留農薬
基準値を超える可能性がありま
す。そのため、一部の農薬は使用
が制限されます。
◎基準値を超えないための留意点
❶農薬を使う際は、容器のラベル
ではなく、変更後のチラシなどに
示された方法で使用してください。
❷ＪＡが配布した平成27年用防
除暦・農薬一覧表は、作成時の情報
に基づいています。今後、内容に
変更があった場合、ＪＡから通知
されますので、必ず確認ください。
❸産直などＪＡ系統外に出荷して
いる人は、農薬販売店や「いわてア
グリベンチャーネット」（http://i-
agri.net/agri/）の情報を確認くだ
さい。

詳しくは、ＪＡ新いわて八幡平
営農経済センター（☎75-1111）ま
たは八幡平農業改良普及センター

（☎75-2233）まで。

森林に関する知識や 
技術など習得しよう

NPO法人いわて森林再生研究
会では、森林ボランティア講座の
参加者を先着４０人募集中です。
■講座期間 4月12日㈰から平
成28年3月ごろまで（全20回）
■場所 盛岡市手代森の研修林
■参加費 ▶学生5,000円▶一般
10,000円

詳しくは、同法人（☎090-6220-
3995）まで。
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収納箱付きの椅子 
県民の森で作ろう

県民の森では、木工教室（収納
箱付きチェア）の参加者を10人募
集しています。当日は、作業可能
な服装でお越しください。参加に
は、事前予約が必要です。
■日時 ３月１４日㈯午前９時半か
ら午後３時半まで
■集合場所 県民の森・木材工芸
センター
■参加費 4,000円
■持ち物 昼食、軍手など

詳しくは、森林ふれあい学習館
フォレスト i

アイ

（☎78-2092）まで。

いわて花巻空港の 
上期ダイヤを改正

いわて花巻空港の平成27年度
上期ダイヤが、3月29日㈰に改正
されます。
■27年度上期ダイヤの便数
▶札幌線（ＪＡＬ） １日4往復
▶名古屋線（ＦＤＡ） １日3往復
▶大阪線（ＪＡＬ） １日4往復
▶福岡線（ＪＡＬ） １日1往復

詳しくは、同空港空港課（☎019-
629-5911）まで。

家畜の飼育者は 
報告書の提出を

家畜を飼育している人には、飼
養状況の報告が義務付けられてい
ます。27年度の報告書を忘れずに
提出ください。

なお、愛玩で家畜を飼っている
人にも、報告義務があります。

■報告内容 家畜保健衛生所か
ら送付された様式に、平成27年２
月１日現在の状況を記入
■提出先 次のいずれかの方法
で提出ください。▶県中央家畜保
健衛生所に郵送（〒020-0605 岩
手県滝沢市砂込390-5）、持参ま
たはファクス（019-688-4012）▶
市役所農政課畜産係または農協の
畜産担当窓口に持参

詳しくは、同保健衛生所（☎
019-688-4111）まで。

市産業振興㈱で働く 
パート従業員を募集

八幡平市産業振興㈱では、パー
ト従業員を募集しています。
■勤務地 岩手山焼走り国際交流
村、八幡平温泉館森乃湯、松尾八
幡平物産館あすぴーて
■募集人数 各施設１、２人程度
■応募方法 電話連絡の上、履歴
書を提出ください。

詳しくは、同社（☎78-2230）山
本、佐藤まで。

市内2つの温泉 
入浴料金を改定

平成27年４月１日㈬から「西根
老人憩の家」と「綿帽子温泉館あず
みの湯」の入浴料金を改定します。
■変更後の入浴料金 ▶市内に住
所を有する６５歳以上の人＝200円
▶大人＝600円▶子ども＝300円

また、これまで市内に住所を有
する満65歳以上の人に交付して
いた温泉入浴券の対象年齢を満
60歳以上に変更し、対象施設を 2
施設追加しました。

温泉入浴券の交付については、
3月に全戸配布するチラシに詳
細を記載していますので、ご覧く
ださい。

入浴料金と温泉入浴券などに
ついて詳しくは、市役所健康福
祉課高齢福祉係（☎・内線1095～
1097）まで。

皆さんの心の悩み 
相談受け付けます

３月は自殺対策強化月間です。
自殺は誰にでも起こり得る身近な
問題です。ひとりで悩まず、ご相
談ください。
■相談窓口について
◎こころの健康相談統一ダイヤル

（県精神保健福祉センター）
☎0570-064-556（平日午前9時か
ら午後４時半まで）
◎盛岡いのちの電話
☎019-654-7575（月曜から土曜日
の正午から午後9時まで、日曜日
は正午から午後６時まで）
◎市役所健康福祉課
☎74-2268（直通）

盛岡北部行政事務組合 
臨時職員を募集中です

盛岡北部行政事務組合（北岩手
環境衛生センター）では、臨時職員
1人を募集しています。面接試験
は、3月下旬に実施する予定です。
■募集職種 し尿処理施設の運転
補助員
■業務内容 機器の操作・監視・
清掃
■任用期間 4月1日㈬から6カ
月以内
■応募資格 平成27年1月1日現
在、18歳以上の健康な人
■応募方法 3カ月以内に撮影し
た写真付きの履歴書に必要事項を
記入の上、同組合に郵送（〒028-
7405 平舘27-49）または持参く
ださい。
■申込期限 3月13日㈮午後３時

詳しくは、同組合施設班（☎74-
2716、内線14）まで。

■家畜の種類と報告期限
家畜の種類 報告期限

牛、鹿、めん羊、山羊、
豚、いのしし、馬 ４月15日㈬

鶏、あひる、うずら、キ
ジ、ダチョウ、ほろほろ
鳥、七面鳥

６月15日㈪

平和を守る自衛官の 
幹部候補生になろう

防衛省では、自衛官幹部候補生
（一般、技術、歯科、薬剤科）を募
集しています。
■受験資格 ▶一般・技術＝22
歳以上26歳未満▶歯科＝20歳以上
30歳未満▶薬剤科＝20歳以上28歳
未満
■応募期限 ５月１日㈮
■試験日 5月16日㈯

詳しくは、自衛隊岩手地方協力
本部盛岡募集案内所（☎019-641-
5191）まで。
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12
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＝
田
頭
小
６
年
＝

平成14年生まれ。田頭小学校図
書委員長。趣味は読書で、好きな
作家はコナン・ドイル。㈱ファミ
リーマート主催の手紙コンテスト

（小学生対象）で、北海道・東北ブ
ロック高学年の部最優秀賞に輝く。

「
手
紙
に
書
い
て
み
て
、自
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が
大
事
と
い
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思
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か
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０
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学
校
生
活
で
は
、
本
で
読

ん
だ
理
科
の
実
験
が
楽
し
み
。

新
し
い
環
境
で
勉
強
・
ス
ポ
ー

ツ
ど
ち
ら
も
頑
張
り
た
い
で

す
」と
、
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

コンテストで入賞した加藤君の
手紙の冒頭部分

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

「よ いホッ ライン

んな悩みにもよりそっ 、 緒

一般社団法人社

ひ りで え込 お

 

い ト ン

ど な との ど

一般社団法人社会的包摂サポートセンター
この事業は厚生労働省社会・援護局、及び、復興庁の補助金事業です

と で え

 秘密

す

 間

 


